第１章　なぜいま「自治体職員の働き方」なのか？

「私たち土木建築部職員は、県政の主要なプロジェクトに関連した公共施設の整備や、災害からの迅速な復旧、さらには、道路や河川の維持管理など、自分の仕事に夢を描き、自信と誇りをもって業務を行ってきた。
どんなに雨が降ろうと、災害が発生すれば、すぐに駆け付け、現場の状況把握と迅速な対応を行ってきた。また少しでも速く事業を進めるため、深夜でも、休日でも、地域に出向いて用地交渉を行ってきた。
すべては、『ありがとう』の声が聞きたくて・・・。」

（大分県土木建築部『土木未来（ときめき）宣言』
、2006年）
１　「いい仕事」と「こなす仕事」―仕事を通じた「自己実現」

1-1　「いい仕事」って何だろう？

　「自治体職員にとって『いい仕事』って何だろう？」。いつの頃からか、とても気になり始めました。

自分なりに考えた、いまのところの結論は、「自治体職員にとっての『いい仕事』とは、市民を幸せにし、自分自身をも幸せにするような仕事のことである」というもの。

「なぁんだ、そんなの当たり前じゃないか」と言われるかもしれません。

“当り前”かどうかはともかく、上の結論は、「市民を幸せにする」ということと「自分自身を幸せにする」ということとがかなり密接につながっているのではないかということを含意しています。より端的にいえば、職員自身が幸せになれないような仕事の仕方をしているようでは、市民を幸せにすることなどとてもできないのではないかと思うのです。

1-2　「こなす仕事」の弊害

近年、自治体職員に対する世間の風当たりは非常に強くなっています。市民からの批判の中には、単なる無理解に基づくものや、ストレス解消のための批判としか思えないものもあります。しかし、一方で、批判されてもしょうがない仕事の仕方を自治体職員の多くがしてきたのも事実なのではないでしょうか？

「遅れず、休まず、働かず」と呼ばれる仕事の仕方はその最たるものですが、私は、今日の自治体職員の働き方の問題点は、むしろ、「与えられた仕事をこなす」ことに終始するスタイル（＝「こなす仕事」）にあると思っています。ここで「こなす仕事」とは、「予定どおりの回数の市民会議を開催した」というような「仕事をした」という外形性を取り繕うことに終始する仕事の仕方を指します。そこでは、「その仕事を通じて実現すべきことは何なのか」、「何のためにその仕事があるのか」といった目的意識が欠如しています。形式的手続きに従って「仕事をしている」という外形性を保てる限り、それ以上のことをしようとしない点に「こなす仕事」の特徴があります。（このような仕事の仕方では、外形性を維持できる限り、その仕事のあり方（＝事業の組み立て等）に改善の余地があっても、手がつけられないことになります。）

「与えられた仕事をこなす」だけであれば、ある程度能力のある人であればできるわけですから、信頼できる民間事業者に委託すればよく、わざわざ公務員を雇う必要はありません。昨今の公務員批判の根底には、「高い給与や身分保障に見合った仕事を自治体職員はしていないのではないか？」という疑念があると考えるべきでしょう。

ところで、「与えられた仕事をこなす」だけで満足している職員は、「こんなものでいいや」という妥協をしているように見えます。それは、無意識にではあれ、仕事の対象（それは究極的には、市民ということになります。）を軽んじていることに他なりません。

親からの愛情を受けずに育てられた子供の心が傷ついてしまうように、扱いを軽んじられると、人の心は傷ついてしまいます
。そのため、人は、「こんなものでいいや」という仕事に触れると、傷つかないように、無意識のうちに自分の心のスイッチをOFFにする傾向があります。「こなす仕事」が「起きているけど眠っているような、散漫な感じ」を周りに与える所以です
。この「散漫な感じ」が伝播し、自治体行政全体を覆ってしまっている（ように市民の目に映っている）からこそ、市民は不満を持ち、それが公務員批判へとつながっているのではないでしょうか
。

「こなす仕事」の弊害は、これにとどまりません。「こなす仕事」とは、自分自身の内なる声（＝元々持っている己の良心や思い）を軽んじた結果でもあるからです。

たとえば、日常業務を行う中で、「本当は○○という風にした方がいいのになぁ。でも、それを言っちゃうと、きっと周りから迷惑がられるだろうな…。そうなると、自分が引き受けなきゃいけないことになるだろうし…。いまの仕事をこなすだけでも精一杯だから、仕方ないか」などと考えて、無難に「与えられた仕事をこなす」ことだけに終始している職員がいるとします。このとき、彼（女）は、せっかくの「自分自身の内なる声」に耳をふさいでしまっていることになります。

もちろん、ただ耳をふさぐのでは自分の良心が痛みますから、「忙しすぎる職場環境」のせいにしたり、「そういう風な仕組みになっているから仕方ないのだ」とか、「みんな、そういう風にしてるのだから…」といった言い訳をしたりするはずです。かくして、当該職員は、自らの行動規準（＝何に基づいて仕事をするのかに関する規準）を自分の外側にある“何か”に求め、自身の存在を希薄化させてしまっているのです。自分の心を封じ込め、自分を喪失してしまうような仕事の仕方は、自分自身を不幸せにする働き方なのではないでしょうか？

それが同時に市民からの批判を招いてしまっているわけですから、「こなす」という仕事の仕方は、まさに“二重の意味で”自治体職員を不幸せにしていると言えるでしょう。

「市民を幸せにし、自分自身をも幸せにするような仕事」が「いい仕事」だとすれば、「こなす」仕事は、その対極にあるといえます。つまり、「こなす仕事」の仕方は、みんなを不幸せにしているのです（図1）。

	図１　「こなす仕事」による不幸の連鎖

　　　　　 　【こなす仕事】



　　　　　【市民が不幸せに】[image: image1.emf] 

【職員自身も不幸せに】

　　　　　　　　　　　　　 　＜批判を通じて＞


1-3　「ありがとう」の声を聞くために

「公務員などというのは、所詮、楽で安定的な職業を求めて就職した人たちばかりだ」という意見があります。確かに、公務員の中に「安定志向」の人が多いのは事実だと思います。

しかし、私は、「（少なくとも今日）自治体職員になる人たちの多くは、基本的に『人のために何かがしたい』、『世の中をよくしたい』と思っている真面目な人たちなのであって、市民からの『ありがとう』という言葉を糧に生きる人たちなのではないか？」と考えています
。上記『土木未来（ときめき）宣言』で開陳されている思いは、土木建築に携わる職員のみならず、自治体職員一般の思いでもあると思うのです。

だからこそ、「ありがとう」と感謝されるどころか「給料ドロボウ」などと揶揄されてしまうことすらある自治体職員の現状を見ると、実にいたたまれない気持ちになります。どうにか上記「悪循環」を裁ち切ることはできないのでしょうか？

　冒頭で、私は、「いい仕事」とは、「市民を幸せにし、自分自身をも幸せにするような仕事」のことであると述べました。その含意は、「職員自身が幸せになれないような仕事の仕方をしているようでは、市民を幸せにすることなどとてもできない」ということでした。

私は、自治体職員が自ら誇りを持てるような仕事の仕方
（＝ディセントワーク）を通じて幸せになること、すなわち、職員自身の「自己実現」こそが、上記「悪循環」を断ち切る最大のカギになると考えています。

そして、そのためには、職員自身が自らの「内なる声」（＝良心）を大事にしながら、これまでの「働き方」を問い直すことが必要不可欠だと思うのです。

　

２　「大変」な時代の自治体職員の働き方―否応なしに迫られる見直し

2-1　問われる「公務員の存在意義」

かつての牧歌的な時代とは比べ物にならないほど、今日の自治体現場は、外からの大変厳しい目にさらされています。その背景には2つの「社会状況の変化」があるように思います。

1つは、「経済成長の実現」だとか、「ナショナルミニマムの保障」だとか、「道路や下水道などの社会資本の整備」だとかいった、国民みんなが合意しうる共通の国家目標の存在の変化です。昔は、いろいろな面で「足りない」状況でしたから、「与えられた仕事をこなす」ことで、「足りないもの」をしっかり充足していけば、市民に喜んでもらえたわけです。ところが、そういった国家目標がある程度達成された段階になると、そうはいかなくなります。

もう1つは、社会全体の高学歴化と「官尊民卑」的な風潮の希薄化です。いまや、優秀な人材の多くが民間企業で働いています。厳しい市場競争の中で働く彼（女）らからすれば、公務員の世界は「ぬるま湯」であり、その仕事の仕方についても手厳しい意見が出てくるのも当然でしょう。

こうした中で、ご承知の通り1980年代以降、「官から民へ」という改革の流れが推し進められてきているわけです。90年代半ば以降、その流れはより一層強まっています。

従前であれば、「行政サービスを提供するのは公務員である」というのが半ば常識でした。ところが、指定管理者制度の導入や違法駐車対応業務の民間開放などに見られるように、これまで公務員にしかできないと思われていた仕事の多くが民間主体に幅広く委ねられる時代になってきています。言い方を変えれば、「公務員でなければできないことは何なのか？」、「なぜ公務員が行政サービスを提供するのか？」ということを自治体職員自らが実証していかなければいけない時代に入ったわけです。

まさに自治体職員にとっては「大変」な時代だと思います。「大変」というのは、「大きく変わる」と書きます。その含意は、単に、「大変＝苦しい」というだけでなく、「大きな変革」の中で、「『公務員としての存在意義』を発揮すべく、自治体職員自らが“大きく変わらなければならない”」ということに他なりません。

2-2　「言い訳」の限界―分権改革による可能性の拡大

こうした見解に対して、かつてなら、「『公務員としての存在意義』を発揮しろなどと言われても、中央集権体制ゆえに、われわれが何か独自にやろうと思ってもできないのだ」というような反論がありえました。

しかし、周知の通り、2000年4月1日に施行された「地方分権一括法」によって、（まだまだ不十分な点はあるとしても）、自治体の創意工夫を可能にするための自由度はかなり高まりました。つまり、従前のような言い訳は通用しない時代になっているし、現に、自治体がその気になればかなりのことができるようになっています。第1次分権改革を実現させた地方分権推進委員会が解散前に残した次の言葉を肝に銘じるべきでしょう。

「地方公共団体関係者の意識改革を徹底して、第１次分権改革の成果を最大限に活用し、地方公共団体の自治能力を実証してみせてほしい。特に、これまでの通達等は、かつては訓令であったものも含めてすべて、その性格を『技術的な助言』
に一変させられているのであるから、この機会にこれまで通達等に専ら依存してきた事務事業の執行方法や執行体制をすべての分野にわたって総点検し、これらを地域社会の諸条件によりよく適合し、地域住民に対する行政サービスの質を向上させ得るような別途の執行方法や執行体制に改める余地がないものかどうか、真剣に再検討してほしい」

（地方分権推進委員会『最終報告』、2001年）

しかし、それでもなお、「昨今の財政事情では、独自に何かするなど、困難だ」とか、「人員が減る中で、業務量は増える一方だから、とても創意工夫をするような余裕はない」などという意見があるかもしれません。これは確かに一面で真実だとは思います。が、しかし、では、いまのままで果たして良いのでしょうか？

おそらくこれに対してはこう答える人が多いのではないでしょうか？

「いや、いまのままでいいとは思っていない。すぐには難しいが、将来的に、いつかはがんばりたい」と。

けれども、「財政的な余裕ができれば」とか「人員が増えて時間的にもう少し余裕ができれば」などと言っている限り、その「いつか」は永遠に訪れないと思います。そして、自治体職員の多くがそのような「できない理由」を楯にし続けている限り、公務員バッシングが止むことも永遠にないでしょう。「公務遂行主体の民間化」も進む一方だろうと思います。もはや、言い訳して済ますことができる段階ではないのです。

３　小括

まとめます。「なぜいま『自治体職員の働き方』なのか？」という問いに対する答えは大きく分けて2つあります。1つは、「職員自身の自己実現のため」であり、もう1つは、「『“公務員としての存在意義”を証明すべし』という外部からの否応なしの要請に応えるため」です。

「はじめに」でも述べたように、われわれは後者のみに着目するのでは不十分だと考えています。大事なのは、自治体職員自身が自らの「内なる声」（＝良心）に基づいて仕事のあり方を見直し、「自己実現」を図ることなのではないでしょうか。それが、「公務員としての存在意義」を発揮する端緒となり、結果として、外部からの要請に応えることにつながっていくのではないかと私は考えています。

（嶋田暁文）

＜内なる声の無視を通じて＞





＜住民を軽んずることを通じて＞








� http://www.pref.oita.jp/uploaded/life/110729_122310_misc.pdf


� 西村佳哲『自分の仕事をつくる』ちくま文庫、2009年、11頁。


� 西村佳哲『自分をいかして生きる』バジリコ、2009年、31頁。


� 映画『生きる』（黒澤明監督）の中で、地域問題を必死に訴える住民に対し、各課の職員が「それは自分たちの担当ではありません。○△課に行ってください」とそっけなく扱って、たらい回しにするシーンがあります。散々、たらい回しにされ、最後にまた元の課に一巡してきた住民は憤慨します。軽んじられ、傷ついた心が、住民の怒りとなって噴出したのです。『生きる』で描かれているような事態は、さすがに今日ではほとんど見られなくなっていることでしょう。しかし、程度の差はあれ、形式論を楯にして住民に対して表面的な対応に終始する仕事の仕方は、自治体現場では未だ珍しくないのではないでしょうか？


� もっとも、こうした思いを持っている人は、公務員以外にもたくさんいるはずです。むしろ「誰かのために働く」ことに喜びを見出すのは、人間一般の傾向なのかもしれません。哲学者・鷲田清一氏による次の文章は、そのことを示唆しているように思います。


「他者との関係のなかで編まれていく…＜わたし＞のストーリーが、仕事のよろこびに欠かすことのできない達成感というものを裏打ちし…それ自体において楽しいものだという感情をはぐくみもする」（鷲田清一『だれのための仕事』岩波書店、1996年、176頁）。


� それは「組織に対する忠誠」から「仕事に対する忠誠」への転換をも含意しています。


� 技術的助言の「技術的」とは、「権力的」と対比的に用いられている形容です。つまり「必ずしも従う必要がない」というのがその含意です。
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